	　石見銀山学習　確認表　
（入所後の打合せ　無）
※世界遺産「石見銀山」での活動プログラムです。

国の重要文化財に指定されている熊谷家住宅（約200年前に建築された建物）において、かまどを使ってご飯を炊いたり、七輪を用いて魚を焼いたりといった昔のくらしの生活体験ができます。

また、豊かある自然や歴史ある街並みを眺めたり、龍源寺間歩、石見銀山資料館、世界遺産センター等の見学・体験で銀の採掘の歴史を探ったりできます。

	※事前に団体担当者の方がご記入ください。
	記入日
	　　月　　日（　　）

	実施日時
	　　月　　日（　　）　　時　　分　～　　時　　分
	団体担当者
	

	団体名
	
	携帯番号
	　　　　　　　　

	
	
	
	

	参加者数
	　　　　　　　人　　(うち引率者　　　人)
	交流の家
待機者
	□無・□有　(　　　　)人
待機代表者(　　　　　)

	活動のねらい　
	
	交流の家での経験
□無・□有

	貸出希望
	携帯用救急バッグ　□貸出し・□持参
※原則として団体が持参ください。用意できないときは１団体に
1個貸し出すことができます。
	　無線機　　□無・□有（　　　　）台

	体験活動希望

	熊谷家住宅　・・・　□かまど体験　□その他（　　　　　　　　　　　　）
町並み見学　・・・　□自主見学　□銀山ガイドの会案内　　□龍源寺間歩見学
施設見学　　・・・　□石見銀山資料館見学　　□世界遺産センター　□その他


【集合時刻】　　　　　　　　　　
【集合場所】　正面玄関前　　　／　駐車場　　　　　　　　　

【出発時刻】　交流の家発　　　　　時　　　　分　　／　銀山公園発　　　　時　　　　　分　
※団体担当者はここまで記入してください。
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（１）利用団体から利用施設に事前連絡
体験やガイドを依頼するときは、事前に各施設に連絡する。
※　石見銀山基金事業申請をするときは、要項を参照。
（２）確認表の送付
利用団体担当者は、確認表をHPからダウンロードし、当所までメー（sanbe-suishin@niye.go.jp）
やFAX（0854-86-0458）で送付する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　入所後の打合せはありません。

【事前準備】・健康状態を把握し、トイレを済ませておく。
　　　　 ・服装や持ち物の確認をしておく。
●かまど体験活動の流れ
①事前に健康チェックをする。（食中毒予防上、手指に傷がある方は、調理はさけてください。）
②服装・持ち物等整え、忘れ物がないようにして車やバスに乗り込む。
　　　　　　晴天時・・・駐車場　　雨天時・・・玄関前で乗車　※車・バスの手配は団体でお願いします。
③熊谷家住宅での体験活動については、熊谷家住宅のスタッフの指示に従う。
④準備ができたら炊飯活動を始める。火災予防・火傷等には、万全の注意を払う。包丁・なた等、刃物の取扱いに十分注意する。
⑤食事後は使った用具、場所をみんなできれいにする。
●熊谷家住宅の見学について
羽釜体験の活動が終わったら住宅の見学ができる。見学をするときは、必ずきれいな靴下に履き替える。
※畳がすす、炭等で汚れてしまうのを防ぐため。

●町並み見学について
①地元の方の車、観光客の自転車が通るので、交通マナーを守って見学をする。
　②町全体が大変貴重な文化財であるため、傷をつけないようにする。
　③石見銀山ガイドの会の方の説明を受けるときは、しっかりとお話を聞く。
●龍源寺間歩の見学について
坑道内は暗くて狭いので通行には十分に気を付ける。

・軍手（片方で可）
・エプロン
・ハンカチ（またはタオル）
・水筒
・履き替え用の靴下（住宅見学時に必要）
・雨具



	緊急を要する
	
	判断できない
	
	緊急を要しない

	↓
	
	↓
	
	↓

	119番・110番に通報（相談も可能）
	→
	応急手当

	↓
	
	↓

	（無線機や携帯電話で）交流の家に連絡




当日までの流れ





活動の流れ





活動の流れ





研修に必要な携行品





事故発生のとき





【交流の家事務室】


（0854）86-0319








